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存
処
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後
の
再

釈
読
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実
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し
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と
こ
ろ
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そ
の
う
ち
の
六
点
に
つ
い
て
、
釈
文
や
理
解
を
改

め
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べ
き
部
分
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あ
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こ
と
が
わ
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つ
た
た
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報
告
す
る
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の
歌
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習
書
が
み
ら
れ
る
木
簡
。
上
下
両
端
と
右
辺
は
削
り
。

左
辺
は
文
字
が
切
れ
て
お
り
、
二
次
的
削
り
。
折
敷
状
の
板
材
を
二
次
的
に
整

形
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
表
面
に
は
他
に
も
数
種
類
の
習
書
が
重
ね
書
き
さ
れ
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が
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判
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で
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な
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。
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断
定
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、
読
み
切
っ
て
差
し
支
え
な
い
。
二
行
日
冒
頭
の
文

字
は
、
「部
」
と
し
て
き
た
が
、
断
定
し
に
く
い
。
末
尾
の

「見
」
は
、
「月
」

と
釈
読
し
て
き
た
が
、
さ
ら
に
残
画
が
あ
り
、
「見
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
、

現
に
居
る
の
意
。
人
の
管
理
に
関
わ
る
木
簡
の
削
暦
で
あ
ろ
う
。
い
は
四
片
か

ら
な
る
が
、
右
側
の
断
片
と
、
左
上
の
断
片
は
、
接
続
に
や
や
難
が
あ
る
。
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」
は
断
定
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、
字
形
か
ら
見
て
、
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」
と
み
て
間
違

い
な
い
。
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は
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さ
れ
た
木
簡
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下
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は
切
断
で
、
原
形
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保
つ
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裏
面
に
は
上
端
の

「
五
九
汁
五
□
」

と
重
な
る
位
置
か
ら
中
央
部
に
か
け
て
薄
い
墨
痕
が
残
る
。
木
簡
を
二
次
的
に

加
工
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
薄
い
墨
痕
は
元
の
木
簡
に
伴
う
文
字
か
。

こ
の
他
、
本
誌
第
二
四
号
に
お
い
て
、
「○
」
や

「
×
」
の
記
号
が
書
か
れ
た

木
簡
①
と
し
て
報
告
し
た
も
の
は
、
形
態
的
に
は
鳥
形
な
ど
の
形
代
の
可
能
性

が
あ
る
。
ま
た
、
今
回
の
再
調
査
の
結
果
、
表
裏
両
面
に
同
様
の
墨
痕
が
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
墨
痕
は
、
文
字
や
記
号
で
は
な
く

形
代
の
槙
様
の
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ
る
の
で
、
木
簡
か
ら
は
除
外
す
る
。

な
お
、
木
簡
の
再
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
資
料
の
現
在
の
保
管
者
で
あ
る
京

都
市
文
化
市
民
局
文
化
芸
術
都
市
推
進
室
文
化
財
保
護
課
の
ご
高
配
を
た
ま
わ

っ
た
。
釈
読
は
、
大
阪
市
立
大
学
の
栄
原
永
遠
男
氏
と
堀
内
が
担
当
し
、
奈
良

文
化
財
研
究
所
史
料
研
究
室
の
渡
辺
晃
宏

・
馬
場
基

・
山
本
崇

・
浅
野
啓
介
各

氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
ま
た
、
撮
影
は
同
研
究
所
の
中
村

一
郎
氏
に
よ
る
、
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